
「市営交通 中期経営計画 2023-2026」令和５年度の進捗状況について 

 
１ 経営目標の進捗状況 

  

　乗車人員の確保
現状値

（令和４年度末）
達成状況

（令和５年度末）
目標値

（令和８年度）

1
バス事業の１日あたり乗車人員
（コロナ禍前の平成30年度：34万人）

31万人
(307,614人)

31万人
(308,372人)

32万人
（平成30年度比94％）

2
地下鉄事業の１日あたり乗車人員
（コロナ禍前の平成30年度：67万人）

58万人
(581,661人)

61万人
(607,502人)

63万人
（平成30年度比94％）

　企業努力による収支改善（物価変動など外部要因による影響を除く）
現状値

（令和４年度末）
達成状況

（令和５年度末）
目標値

（令和８年度）

1 バス事業の企業努力による収支改善額 ― 1.1億円 収支改善効果額：1.5億円
（経費削減1.1億円、増収0.4億円を想定）

2 地下鉄事業の企業努力による収支改善額 ― 2.1億円 収支改善効果額：8.7億円
（経費削減7.8億円、増収0.9億円を想定）

　カーボンニュートラルに向けた取組
現状値

（令和４年度末）
達成状況

（令和５年度末）
目標値

（令和８年度）

1
バス事業のCO₂排出削減率
（「横浜市地球温暖化対策実行計画（市役所編）」
における2030年度削減目標：2013年度比▲５％）

― 集計中 ▲５％
（2030年度の目標を前倒して達成）

2
地下鉄事業のCO₂排出削減率
（「横浜市地球温暖化対策実行計画（市役所編）」
における2030年度削減目標：2013年度比▲20％）

― 集計中 ▲12％
（2030年度の目標に対して60％進捗）

指標

指標

指標



２ 個別取組の進捗状況 

 

１　安全の確保

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）安全対策の強化

①

・安全重点施策に基づく取
組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメント
レビューの実施継続

・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実
施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続

車内防犯カメラの導入
・車内防犯カメラをブルー
ライン車両に設置拡大

複数メーカと現車試験を実施

駅構内カメラの高画質
化・ネットワーク化

・ネットワーク化 15駅
・ネットワーク化 34駅完
了（６駅施工中）

ネットワーク化完了駅
15駅/40駅

③ ・EDSS付車両 ９％ ・EDSS付車両 40％ EDSS付車両 14％

（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

変電所機器の更新

・片倉変電所、笹下変電所
更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電
所更新中
・北の谷変電所設計完了

片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了

トンネル構造物・軌道
の塩害対策

・シールドトンネル吉野町
駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向け
た開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三
ツ沢下町～横浜の上下区
間、桜木町～関内の下り区
間）

・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約
60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％)

急曲線区間の改良工事 ・改良区間 50m/692m ・改良区間 458m/692m 改良区間 153m/692m

老朽化したバス車両整
備工場の建替え及び機
能向上

・建替えに向けて設計完了 取組なし(Ｒ６より～)

バス車両整備工場の整
備用リフトの増設

・整備用リフト１基の増設
完了

取組なし(Ｒ６より～)

（３）安全を支える職員の育成

安全大会、安全研修の
実施

・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約
2,600名）受講

【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講

重大事故を風化させな
い研修の実施（バス事
業）

・事故未然防止研修の計画
的な実施

予定していた406名の受講が完了した。

計画的な研修による安
全最優先の組織風土づ
くり（地下鉄事業）

・ヒューマンエラー防止研
修など効果的な各種研修を
実施

・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施

②
・ベテラン整備員の活躍支
援

準備のための人員を確保

バイタル情報を活用し
た健康管理の充実

・バイタル情報のシステム
連携による健康管理の充実

運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、
健康状態を把握することができています。

職員の健康増進と健康
起因事故の防止

・健康な職場環境づくりに
向けた「交通局職員健康ビ
ジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータ
ベース化による健康管理の
実施

・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討

運輸安全マネジメントの推進

事業

事業目標

Ｒ５時点の進捗状況

②

職員の安全意識の
向上

①

安全を支える職員
の健康管理

③

地下鉄施設・設備
などの計画的補
修・更新

①

バス車両整備工場
の機能向上

バス車両の更新にあわせた安全機能の向上

ベテラン整備員の活躍支援と技術継承

②
地下鉄利用におけ
るお客様への安
全・安心の提供



 
 

 
 
 

  

（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

①
・次世代ドライブレコー
ダーをバス全車両に順次導
入

機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライ
ブレコーダーの調査をした。

②
・ICT技術を用いた運転支
援の実施

現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）
を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが
可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わ
せ中。

③
・導入に向けて検討プロ
ジェクトの実施（３件以
上）

・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進保守業務のDX化及び新技術導入の検討

バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起

バス車両への次世代ドライブレコーダーの
導入

２　市民の足を守る

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）バスネットワークの最適化

①
・市内バスネットワークの
全体最適化

検討・実施

（２）自然災害等への備え

①
・耐震補強工事実施率 約
50％

・耐震補強工事実施率 約
60％

耐震補強工事実施率　54％

大規模地震や風水害へ
の対策の推進（バス事
業）

・地震津波行動マニュア
ル、風水害雪害行動マニュ
アルの見直し

風水害雪害行動マニュアルを制定

災害・テロ対策訓練の
強化（地下鉄事業）

・各所属の訓練や関係各所
との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し

・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施

大規模地震や風水害へのハード対策の推進

②
自然災害・テロな
どへのソフト対策
強化

事業目標

事業 Ｒ５時点の進捗状況

バスネットワークの最適化



  

３　公営交通の責務

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現

① ・推進 推進

②
・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手

上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし

③ ・ダイヤ改正を実施 現行ダイヤの検証を実施した。

グリーンラインの６両
化

・３編成での運行 ・10編成での運行 ６編成での運行

グリーンラインの子育
て世代への支援

・車いす・ベビーカー優先
スペース 68か所

・車いす・ベビーカー優先
スペース 108か所

車いす・ベビーカー優先スペース 92か所

グリーンライン沿線の
子育てに関するプロ
モーションの実施

・グリーンライン沿線のプ
ロモーションの推進

交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的
にグリーンライン沿線の情報を掲載。

⑤
・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検
討

下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討

⑥
・他の交通モードとの連携
実施

検討・実施

⑦
・発注額（単年度） 4.8億
円

・計画期間中累計 20億円 市内中小企業への発注額9.1億円

（２）脱炭素社会の実現に向けた取組

①

・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯の
み）：81％

・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯の
み）：100％

駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％

② ・非化石証書の継続利用 非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済

バス事業における脱炭
素に向けた取組の加速
化

・ハイブリッドバス在籍数
全体の６％

・ハイブリッドバス在籍数
全体の35％

ハイブリッドバス在籍数全体の12％

環境にやさしいハイブ
リッドバスの導入（あ
かいくつ）

・あかいくつ(HV)導入数
０両

・あかいくつ(HV)導入数
６両

あかいくつ(HV)導入数 ２両

（３）施設の更なるバリアフリー化

① ・対応駅 １/32駅 ・全駅完了 32/32駅 ２駅完了

②
・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新

エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新

③
・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅
工事着手

【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者による
コンサルを実施

Ｒ５時点の進捗状況

事業目標

事業

高速鉄道３号線延伸事業の推進

駅の大規模改良工事

最適な地下鉄ダイヤの提供

まちづくりとの連携

マストランジット（大量輸送機関）として
の地域交通への役割発揮

市内中小企業振興に向けた取組

駅トイレのバリアフリー化

グリーンライン沿
線のまちづくりへ
の貢献

グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行

駅エレベーター・エスカレーターの更新

駅ホームと車両の段差・隙間の縮小

③
環境に配慮したバ
ス車両の計画的な
更新

地下鉄照明のLED化

④



  

４　財務基盤の強化

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）増収に向けた取組

駅構内及び高架下等の
活用による沿線の活性
化

・上大岡駅、センター北駅
新区画活用
・センター南北高架下全区
画活用

・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗
活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始

駅構内スペースの一時
利用・ワゴン販売の促
進

・一時利用・ワゴン販売収
入 28百万円

・一時利用・ワゴン販売収
入 34百万円

一時利用・ワゴン販売収入 19百万円

トンネル上用地等の活
用

・下飯田駅周辺土地の活用 未活用

② ・広告料収入 635百万円 ・広告料収入 667百万円
広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増）

③
・決済サービス拡充の検
討・実施（バス・地下鉄）

【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレ
ジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12
月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗
車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導
入することを決定した。

市営バスでの貨客混載
事業

・貨客混載事業の検討・実
施

トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実
験を行うための課題等の検証を行った。

折返場の有効活用 ・バス折返場の有効活用
菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線
の起終点とする見直しを検討した。

あかいくつ・BAYSIDE
BLUEへの乗車促進（車
体への二次元コード等
の掲出）

・車体への二次元コード等
掲出による乗車促進

二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中

⑤ ・貸切バス収入額 ４億円 ・貸切バス収入額10％増
貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）

まちを楽しむ「みなと
ぶらりチケット」の販
売促進

・販売数 64,481枚（デジ
タルチケット7,254枚）

・販売数 10万枚(デジタル
チケット20,000枚)

販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚）

みなとぶらりチケット
の提携ホテルとの宿泊
プランの推進

・取扱宿泊プラン提携ホテ
ル７か所

・取扱宿泊プラン提携ホテ
ル14か所

宿泊プラン提携ホテル数７か所

スマートフォンアプリ
との連携によるデジタ
ル化促進

・みなとぶらりチケットデ
ジタル化率 11％

・みなとぶらりチケットデ
ジタル化率 20％

デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚）

⑦
・ファン獲得に向けた各種
イベント・企画の推進

・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施

⑧
・乗車券制度の見直しの必
要性について検討

乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針
の検討・決定等を実施した。

⑨
・連携強化と課題共有によ
るグループ経営の推進

協約策定に向けた課題共有

（２）支出管理の徹底

地下鉄設備・業務の効
率化

・デジタル技術の活用を順
次実施
・券売機設置台数102台
（11台削減）
・有効活用スペース６か所
増

・券売機設置：契約済み
・他、調整中

庶務事務の一元化
・庶務事務の一元化及びベ
テラン職員等の活用

・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備
員、令和６年度～）

バス運行管理システム
の効率化

・バス運行管システムへの
アクセス方法の拡充

試験運用中(個人端末への証明書配布)

みなとぶらりチ
ケットを活用した
にぎわいの創出

事業目標

事業 Ｒ５時点の進捗状況

①
バス・地下鉄業務
の効率化

広告事業の積極的な展開

決済サービス拡充の検討・実施

④
バス事業の収益向
上に関する新たな
取組

①
資産の有効活用に
よる収益の向上

市営バスにおける観光事業の促進

市営交通のファン層の獲得

乗車券制度の検討

市営交通グループの連携強化

⑥



 

５　人財育成の推進

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）先を見据えた人財の確保・育成

①
・人物重視型の採用選考の
実施
・交通局独自の採用の拡大

・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部
門において、募集方法や待遇面での見直しを実施
（その他の部門においても見直しを検討）

②
・局内教習制度の導入によ
る大型二種免許の取得促進

制度についての検討（全体像の把握）

あらゆる職員が働きや
すい環境の整備

・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導
入検討
・多様な働き方に対応でき
る勤務体制への見直し

【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理
所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での
検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施

女性職員の積極登用
・女性職員の責任職への登
用の推進

・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを
実施

（２）意欲と能力を活かす制度の充実

①
・業務プロセスの改善に向
けた取組の推進

・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅
速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した

働きやすさと働きがい
を感じられる取組

・局内プロジェクトに基づ
く働きやすさ・働きがいの
検討

・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパス
に関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に
係る選考を実施

マスタードライバー制
度の活用による人財育
成

・プラチナマスタードライ
バー12名、ゴールドマス
タードライバー100名
・教官へのキャリアパス制
度の導入

ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバー
マスタードライバー（SMD)149名、マスタードライ
バー（MD)37名の計223名を任命

③

・マネジメント力の向上に
向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向
けた取組

・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を
実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラ
スメントをテーマとした研修を実施した。

④
・高齢職員の活躍の場の創
出

・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアス
タッフ」としての活用方法を検討

（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備

①
・老朽化した職員用施設・
設備の計画的な刷新

駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・
保守管理所・総合司令所：5/7完了

②
・デジタル技術の積極的な
活用による業務の効率化、
省力化

・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進

③
働きやすい環境の
整備及び女性職員
の積極的登用

市営交通を支える人財の確保に関する取組

局内教習制度の導入による大型二種免許の
取得促進

事業目標

事業 Ｒ５時点の進捗状況

安心して働ける職場づくり

あらゆる場面におけるデジタル技術の活用

高齢職員の意欲と能力を活かす取組

業務プロセスの見直し

②
やりがいを感じら
れる交通局に向け
た制度の推進

職場マネジメント力、人財マネジメント力
の向上


